
JP 5192745 B2 2013.5.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の発光素子と、
　前記発光素子の前面に設けられた透過部材と、
　前記発光素子からの光を反射させて前記透過部材へ当該光を導く導光体とを備え、
　前記導光体と前記透過部材の間には、前記発光素子からの光が拡散する空間が設けられ
、
　前記導光体は、前記透過部材に向かうに従って広がるように形成され、
　前記透過部材は、遮光部と透光部を有し、
　前記透光部は、前記複数の発光素子ごとにそれぞれ、該発光素子からの距離が短い位置
に配置されている第１透光部と該第１透光部の周縁の外側に配置されている第２透光部と
を含み、
　前記遮光部は、前記複数の発光素子ごとにそれぞれ、前記第１透光部と前記第２透光部
との間に、前記第１透光部と前記第２透光部とを隔てるように配され、
　前記第２透光部は、それぞれ対応する発光素子の光と該発光素子と隣接する発光素子の
光との双方の光が透過する位置に配置されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１透光部と前記第２透光部とは、前記発光素子と対応する位置に配置されている
同心円であることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
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　前記発光素子に対応した位置に配置されない透過部をさらに備える請求項１または２に
記載の表示装置。
【請求項４】
　前記透光部は、それぞれ対応する前記複数の発光素子ごとに大きさが異なるように形成
されていることを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記透光部は、一方向に沿って徐々に大きくなるように形成されていることを特徴とす
る請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記請求項１～５に記載の表示装置と、
　空気の状況を検知する検知センサとを備え、
　前記検知センサによる検知状況に応じて前記発光素子を駆動制御することを特徴とする
空気調和機。
【請求項７】
　前記発光素子は２色以上の色で発光可能であり、
　前記検知センサによる検知状況に応じて前記２色発光を行う発光素子の発光色を制御す
ることを特徴とする請求項６に記載の空気調和機。
【請求項８】
　前記請求項４または５の何れかに記載の表示装置と、
　空気の状況を検知する検知センサとを備え、
　前記前記発光素子は２色以上の色で発光可能であり、
　前記検知センサによる検知状況に応じて前記２色発光を行う発光素子の発光色を制御し
、
　前記発光素子の発光色の制御は、大きな透光部に対応する前記発光素子より順に発光色
を切り替え制御することを特徴とする空気調和機。
【請求項９】
　前記検知センサは、空気の汚れを検知する検知センサであって、
　前記表示装置は、空気の汚れ状態を表示することを特徴とする請求項６から８の何れか
１項に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用者に装置の動作状況等の種々の情報を知らせる表示装置にかかり、特に
動作状況を容易に使用者に視認できるようにした表示装置、またその表示装置により空気
調和機における空気を調和する状況を使用者に視認できるようにした空気調和機に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　室内の空気には、塵埃や花粉、タバコの煙や呼気等といったように、人に不快又は有害
とされる様々な物質が含まれている。近年では、住宅が気密化されていることから、その
ような有害な物質が室内に滞り易い。そのため、室内の窓を適宜開放して自然換気を行っ
ている。しかし、最近の大気汚染のひどい地域や、花粉症を患っている人が居る家庭や職
場では、自然換気を思うように行えないのも実情である。このような状況下で、空気の浄
化を行う空気浄化機能を備える空気調和機でもある空気清浄機が注目され広く普及される
ようになった。
【０００３】
　また、室内環境の快適性を総合的に考慮するならば、室内に浮遊する塵埃やハウスダス
ト、雑菌、花粉等に対処する他、さらにはストレスや疲労の回復等、多面的な対応が求め
られている。これらを満足するためにも空気中に浮遊する塵埃やハウスダスト、雑菌、花
粉等を取り除く空気清浄機には、人をリラックスさせイオンを発生させるイオン発生機能
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をも合わせ持つようなってきた。このイオンを利用し、さらに細菌等を除菌、殺菌できる
ようにもなってきた。
【０００４】
　上記の空気清浄機において、さらに室内で爽快に過ごすためには、室内環境を整えるこ
とも必要となる。その一つの要因としては、湿度が大きく左右する。この湿度は、一般的
に４０～６０％が適湿といわれている。湿度が低いと、ウィルスなどの活動が活発になり
、風邪の原因ともなる。また、湿度が高すぎると、不快感、湿気によるカビの発生の原因
となる。これらの問題を解消するために加湿装置は非常に有効なものとなる。そのため、
上記空気清浄機等に加湿機能を付加し、更なる快適性の向上を図るものが提案され、一般
的に普及されている。
【０００５】
　以上のような空気清浄機において、空気を浄化する状況を表示装置を用いて表示させる
ものが提案されている。例えば、空気の汚れを検知するための光電式粉塵検知器を備え、
該検知器の検知状況に応じて空気中の汚れ度合いを表示する表示装置を設けている。この
空気清浄機が動作することで、動作開始時に検知された汚れ度合いに対応した当初の汚れ
表示に対し、空気が清浄化されていくことで、検知状況の変化に対応し表示形態を変える
ようにしている。これは、粉塵等による空気の汚れ度合いだけでなく、タバコやその他の
臭いによる空気の汚れを清浄化する状況も同様にして表示できる。このような表示装置を
備えるものとして、例えば特許文献１、２に記載された空気清浄機が提案されている。
【０００６】
　特許文献１記載の空気清浄機によれば、表示装置として、帯状に配列した２色発光のＬ
ＥＤを多数設け、このＬＥＤの点灯色や点灯数を変えることで、空気の汚れ度合いを表示
している。
【０００７】
　また、特許文献２は、特許文献１の改良、つまりＬＥＤの個数を削減し、汚れ度合いを
表示するようにした空気清浄機が開示されている。具体的には、細長形状（棒状）の透光
体の両端部に、例えば赤、青のＬＥＤを配置し、何れかのＬＥＤを両端部から発光させる
ことで、透光体を発色させ、汚れ度合いを表示するようにしている。
【特許文献１】特許第３６６６９３９号公報
【特許文献２】特開２００５－３３３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以上、特許文献１や２記載のものにおいては、空気清浄機が動作することで、粉塵検知
器の検知状態に応じて、室内空気の清浄化状態を表示するようにしている。
【０００９】
　例えば、特許文献１記載の空気清浄機によれば、粉塵の検知結果に応じて複数のＬＥＤ
の発光色を一端部より変えていくようにしている。そのため、空気の汚れがない場合と、
汚れが最大の場合の表示状態を容易に認識できる。しかし、汚れ状態がその中間であれば
、単に発光されるＬＥＤの個数が帯状に変化するだけで、その表示状態を視認しても、人
の感覚では実際の空気の汚れの状況を十分に認識できない。例えば、部屋全体で、どの程
度の汚れ具合なのかについて、人の感覚と表示状態との間で、うまくマッチングがとれた
表示がなされているとはいえず、違和感を抱くことがある。
　つまり、色が一端部から帯状に順次変わっていっても、その表示が部屋全体でどの程度
なのかを感覚的に把握できなかった。
【００１０】
　また、特許文献２記載の空気清浄機の表示装置によれば、棒状の透光体における発光色
の割合の変化で汚れ具合を表示するものであり、さらに中間状態の汚れ具合については、
どの程度の汚れかは把握することは到底困難である。つまり最大の汚れと、汚れがない状
態を把握できても、その中間状況を感覚的に違和感なく把握することはできない。
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【００１１】
　以上のように従来の空気清浄機の表示装置によれば、表示を目視しても、空気が浄化し
ていく過程を充分に視認することができず、単に奇麗になっていくといったことが表示で
理解できるだけで、実際に空気が浄化されていく状況と、表示内容との間で使用者が認識
する感覚に大きなずれが生じ、実際の認識との食い違いが生じているように思われる。そ
のため、表示装置を設けても、使用者に訴える役割が、充分に発揮させるに至っていない
のが現状である。従って、現状での表示装置は、使用者に対し空気清浄機により部屋全体
に対する汚れの度合いが少なくなっていく様を充分に表現できておらず、空気の浄化度合
いを違和感なく実感することができなかった。
【００１２】
　また、粉塵（埃）や臭い等の空気の汚れ具合を表示していても、使用者にとっては、周
辺空気の状況を把握することは難しい。というのは、人間の官能に結びつきやすい空気中
の臭いについてはその感じ方に個人差が比較的小さく、人間の官能と臭いの検知結果の表
示がほぼ整合しており、違和感を抱くことは少ないが、人間の官能に結びつきにくい空気
中の埃についてはその感じ方に個人差が大きく、人間の官能と埃量検知結果の表示にずれ
が生じるため、使用者は表示に違和感を抱き、空気清浄機能が正常に働いているかどうか
疑問を抱くということがあった。
【００１３】
　本発明は、上述の問題点に鑑み、使用者に対する視認性をさらに向上させ、使用者に違
和感を抱かせることのない表示装置を提供することにある。
　本発明は、表示状態を目視することで、装置が実際に動作している現状で、装置が動作
することにより変化する状況を、使用者が充分に理解でき、表示装置としての役割を発揮
できる表示装置を提供することにある。
【００１４】
　また、本発明は、上述した表示装置を空気調和機に適用することで、空気調和機が動作
していることによる空気を調和していく状況を、表示装置により使用者に視認可能にする
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、本発明にかかる表示装置は、複数の発光素子と、発光素子
の前面に設けられた透過部材と、発光素子からの光を反射させて透過部材へ当該光を導く
導光体とを備え、導光体と前記透過部材の間には、前記発光素子からの光が拡散する空間
が設けられ、導光体は、前記透過部材に向かうに従って広がるように形成され、複数の発
光素子の光が透過部材を透過するときに、発光素子の間を互いの発光素子からの光で照射
し、光の境界部分をぼかすように表示させるものである。
　また、本発明にかかる空気調和機は、上記表示装置と空気の状況を検知する検知センサ
を備え、該検知センサによる検知状況に応じて発光素子を駆動制御するものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の表示装置によれば、発光素子間の光の境界部分をぼかすように表示することで
、変化する表示形態を容易に認識でき、使用者に対する視認性をさらに向上させ、使用者
に違和感を抱かせることなく、使用者が表示内容を容易に理解できるように表示をするこ
とが可能となる。
　本発明の表示装置を備えた空気調和機によれば、室内空気の汚れ状況等の変化を表現す
ることが可能となり、使用者の感覚と表示状態との間でうまくマッチングがとれた表示を
することができ、使用者に空気調和機の運転状況、空気の状態等を分かりやすく知らせる
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図に基づき本発明の実施の形態を説明する。ここでは、空気清浄機に備えられる
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表示装置を例に説明するが、空気清浄機に限定されるものではなく、空気を取り込んでそ
の空気の状態を調整する除湿機、加湿機、冷房機、暖房機、あるいはこれらの機能を複数
備えた装置など、空気調和機全般に適用が可能である。加えて、表示装置を備える装置全
般に適用できることはいうまでもない。例えば、装置本体の動作状況等を把握するための
表示装置に適用できることは勿論である。
【００１８】
　図１は、本発明による加湿機能を備えた空気清浄機本体の外観を示す正面視の斜視図で
ある。また図２は、図１に示す空気清浄機の中央部より切断した側面断面図を示し、図３
は空気清浄機の空気の流れを説明するために模式的に示した断面図である。
【００１９】
　まず、図１において空気清浄機の概要を説明する。空気清浄機１は、室内の適所に配置
されて運転される。適所としては、室内の床上、また壁に掛けられたりする。この空気清
浄機１は、ベース１１の支持により筐体１０が立設されている。筐体１０の前面は、前面
パネル１２により覆われている。筐体１０の背面には、図２に示すように外部の空気を取
り込む吸気口１０ａが形成されている。また筐体１０の上面後方部には吹出口１０ｄが形
成されている。筐体１０の上面前方部には、ユーザ（使用者）が操作を行うための操作パ
ネル１３が設けられている。また筐体１０の側面部には、着脱することが可能な給水タン
ク１５が装着されている。また前面パネル１２には室内空気の状況を表示するための本発
明における空気モニタ表示パネル（表示装置）１４が設けられている。この空気モニタ表
示パネル１４については、後に詳細に説明する。
【００２０】
　操作パネル１３には、電源をオン／オフするための電源ボタンや、空気浄化機能の運転
設定を行うための空気浄化設定ボタンや、加湿機能の運転設定を行うための加湿設定ボタ
ンや、イオンの放出をオン／オフするためのイオン放出ボタン、発生させるイオンの種類
を切り替えるイオン切替ボタン、空気モニタ表示パネル１４の表示／非表示を切り替える
表示切替ボタン等の操作ボタンと、操作されたボタンに応じて空気清浄機の動作状態を表
示するため表示部が設けられている。この表示部は、電源ボタンのオン／オフ操作に対応
し点灯／消灯で表す電源表示、空気浄化設定ボタンの操作に従った空気浄化の運転モード
等の運転状況を示す表示部等が設けられている。
　例えば、空気浄化設定ボタンが押される度に、風量自動、風量弱、風量強といったよう
に空気浄化の運転モードが切り替わる。また、加湿設定ボタンが押される度に、加湿自動
、加湿弱、加湿強、加湿切といったように加湿の運転モードが切り替わる。このように切
り替わった運転モードを表示する表示部等が設けられている。
【００２１】
　次に、筐体１０の内部の構造について説明する。筐体１０の内部には、吸気口１０ａと
吹出口１０ｄを連通する通風路が形成されており、その通風路中には通風するための送風
機３の一部が設けられている。上記通風路は、送風機３の一部を境にし、吸気口１０ａと
送風機の一部との間が吸気風路１０ｂとして、送風機の一部と吹出口１０ｄとの間が排気
風路１０ｃとして構成されている。
【００２２】
　上記吸気風路１０ｂには、吸気した空気を浄化するための空気清浄フィルタ２が設けら
れている。つまり、筐体１０の背面に対応して設けられている吸気口１０ａに対応した位
置に空気清浄フィルタ２が配置されている。従って、送風機３が駆動されることで、吸気
口１０ａより空気が吸い込まれ、空気清浄フィルタ２を通過する。この空気は、吸気風路
１０ｂを通り、排気風路１０ｃを経由し吹出口１０ｄより吹き出される。そして、図２に
示すように、排気風路１０ｃには、イオン発生器１６が設けられている。そのため、イオ
ン発生器１６が動作すれば、イオン発生器１６で生成されたイオンが、吹出口１０ｄから
外部に吹き出される空気と共に放出される。
　上記送風機３は、モータ３ａとファン３ｂとを有している。送風機３を構成するファン
３ｂは、上記通風路中に配置されており、該ファン３ｂを回転させることにより、上記吸
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気口１０ａを介して空気を取り込み、吹出口１０ｄより空気を吹き出す。
【００２３】
　吸気口１０ａと空気清浄フィルタ２の間、つまり空気清浄フィルタ２の上流側には図２
には個々には示していないが温度センサ４１、湿度センサ４２、埃センサ４３、臭いセン
サ４４といったセンサ類１７が適所に設置され、室内の空気の状況を検知している。温度
センサ４１は室内空気の温度を検出し、湿度センサ４２は室内空気の湿度を検出する。埃
センサ４３は発光素子と受光素子からなり、室内の空気中に浮遊する塵埃等の粒子を検出
する。臭いセンサ４４は金属酸化物からなるセンサ表面にガスが吸着すると抵抗値が変化
することを利用した半導体ガスセンサであって、室内空気中の臭い成分を検出する。セン
サ類１７の検知結果は、後に詳述する空気モニタ表示パネル１４に表示される。なお、上
記埃センサ４３、臭いセンサ４４等は、従来より周知のものであって、本発明において特
別な構成を有するものではない。
【００２４】
　上記空気モニタ表示パネル１４には、図５に示すように現在の湿度レベルを表示する湿
度モニタ５１と、ニオイのレベルを表示するニオイモニタ５２と、埃・ハウスダストのレ
ベルを表示するハウスダストモニタ５３と、後述するイオン発生器の運転状況を表示する
イオンモニタ５４とを有している。この空気モニタ表示パネル１４は、空気清浄機１本体
の前面パネル２に設けられているため、就寝時等、室内を暗い状態にしたい場合、その表
示が邪魔になることがある。その場合は、操作パネル１３に設けられた表示切替ボタンを
操作することにより、空気モニタ表示パネル１４の表示素子を消灯し、非表示にすること
ができる。
【００２５】
　このように、操作ボタンや運転状況を表示する操作パネル１３とセンサ類１７の検出値
に基づいて現在の空気の状況を表示する空気モニタ表示パネル１４を区分けして、別々に
表示することにより、ユーザ（使用者）は知りたい項目を容易に視認でき、すばやく必要
な情報を入手することが可能となる。また上記のように区分けして表示するため、それぞ
れの表示に要するスペースが小さくなるため、操作パネル１３、空気モニタ表示パネル１
４を配置する際の自由度が向上し、デザイン性が向上する。
【００２６】
　上記吸気した空気を浄化するための空気清浄フィルタ２は、筐体１０に着脱可能に装着
されている。例えば、吸気口１０ａを構成する背面部が筐体１０に対して着脱可能となっ
ており、この背面部を取り外すことで空気清浄フィルタ２を着脱できる。また、空気を浄
化（清浄）するための空気清浄フィルタ２は、例えば、所定の枠内に、空気の吸い込み側
から順に、空気中の大きな塵埃を捕集するプレフィルタ、活性炭等を用いて空気中の脱臭
を行う脱臭フィルタ、および空気中の塵埃を捕集する集塵フィルタが組み込まれた３層構
造になっており、吸気口１０ａから取り込まれた空気中に含まれる塵埃や臭い成分が除去
される。
【００２７】
　空気清浄フィルタ２を通過した空気は、筐体１０の下部に設けられた加湿ユニット１８
に流入する。加湿ユニット１８は、空気清浄フィルタ２と送風機３のファン３ｂとの間の
吸気風路１０ｂ中に設けられている。加湿ユニット１８は着脱可能に装着された給水タン
ク１５と、貯水容器５と、吸水フィルタ７と、内部に吸水フィルタ７を保持する回転ドラ
ム４と、回転ドラム４を回転駆動する駆動機構９とにより構成されている。
【００２８】
　上記貯水容器５の一端には、給水タンク１５を装着するためのタンク装着部が設けられ
ている。給水タンク１５は、内部に貯水可能な箱型容器であって、タンク装着部に装着さ
れることにより、貯水容器５に対して給水を行い、貯水容器５にはほぼ一定量の水が貯水
されるようになっている。
【００２９】
　貯水容器５の側壁には、一対のアーム６が互いに対向して設けられており、該アーム６
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に、回転ドラム４の回転軸が支持されている。
　また、吸水フィルタ７は、吸水性を有する材質、例えばポリスチレン発泡体から形成さ
れ、回転ドラム４内に保持され、該回転ドラム４が回転することで回転される。上記アー
ム６に支持された回転ドラム４の最下部は、貯水容器５の底面から僅かに離れた位置にな
るように配置されており、回転が阻害されることはない。
【００３０】
　また、上記駆動機構９は、駆動ギア１０４とローラ１０５を有している。ローラ１０５
の下部は、回転ドラム４に接触しており、駆動機構９の駆動モータのモータ軸が上記駆動
ギアと連結されている。そのため、駆動軸が回転することにより、駆動ギア１０４が回転
し、ローラ１０５が回転される。そして、ローラ１０５と接触している回転ドラム４が回
転される。
【００３１】
　駆動機構９が回転ドラム４を回転させることにより、回転ドラム４に保持される吸水フ
ィルタ７も回転し、それに伴い吸水フィルタ７の下部が、順次、貯水容器５の水に浸かる
ことにより、吸水フィルタ７全体が湿潤する。そして、吸水した吸水フィルタ７を吸気さ
れた空気が通過することにより、空気が加湿される。これにより、設定された湿度状態に
空気を加湿することができる。
【００３２】
　また吸水フィルタ７は、回転ドラム４の空洞の円筒部に対応して、ほぼ円筒状に形成さ
れているが、円周部の一部が切り欠かれた形状になっている。すなわち、部分的に半径方
向の長さが短くなった非浸漬部が形成されている。切り欠かれた部分の大きさ、つまり回
転ドラムの回転中心から非浸漬部の周端までの長さは、回転ドラムの回転中心から貯水容
器の水面までの距離よりも短くなるように設定されている。従って、回転ドラム４が回転
され吸水フィルタ７の非浸漬部が下向きになった状態では、貯水容器５内の水に、吸水フ
ィルタ７が浸からないようになっている。
　よって、操作パネル１３の操作ボタンにより加湿切モードに設定された状態や、湿度が
高いため加湿をしない場合には、吸水フィルタ７の非浸漬部が下向きになる位置で回転ド
ラム４が停止される。この状態では、吸水フィルタ７が貯水容器５の水に浸からず吸水す
ることはないため、加湿ユニット１８を通過する空気は加湿されることがない。このよう
に、回転ドラム４の回転および停止を切り換えることにより、加湿するかしないかを切り
換えることができる。
【００３３】
　さらに、空気清浄機１の排気風路１０ｃに設けられているイオン発生器１６は、対向配
置された放電電極間に高電圧を印加し、放電させることにより、イオンを排気風路１０ｃ
に放出する。イオン発生器１６は発生させるイオンの種類を切り換えることができ、プラ
スイオンのみ、マイナスイオンのみ、またはプラス及びマイナスイオンを発生させること
が可能である。発生させるイオン種は、操作パネル１３に設けられたイオン切替ボタンを
操作することにより、自由に設定、選択することができる。
　プラスイオンおよびマイナスイオンを含む空気が吹出口１０ｄから放出されることによ
り、室内の殺菌や臭いを除去したり、マイナスイオンのみを放出してリラクゼーション効
果を得たりすることができる。このように、吹出口１０ｄに通じる排気風路１０ｃに、イ
オン発生器１６を配置することにより、送風機３との衝突によるイオンの消滅を防止する
ことができる。なお、イオンを発生する電極のみを排気風路１０ｃに面して配置し、イオ
ン発生器１６自体（電源部など）については、別の位置に配置してもよい。
【００３４】
　以上空気清浄機１の構成について説明した。この空気清浄機１について、続いて図４を
参照し、上述した空気の浄化、またイオンを含む空気の放出、さらに空気清浄機１の動作
状況を表示するための本発明にかかる表示装置の表示状態を制御する制御回路について説
明する。図４は、空気清浄機１の動作にまつわる主要構成をブロック図で示す。空気清浄
機１の全体の動作は制御部４０によって制御される。制御部４０には、加湿にかかる回転
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ドラム４を回転させるための駆動機構９を動作させる駆動機構制御回路４５、空気の流れ
を作る送風機３のモータ３ａの回転動作を制御するファンモータ駆動回路４６、及び、必
要なイオンを放出するイオン発生器１６を駆動制御するイオン発生器駆動回路４７が接続
されている。制御部４０には、また温度センサ４１、湿度センサ４２、埃センサ４３、臭
いセンサ４４といったセンサ類１７が接続され、各センサによる検出値は、制御部４０に
送られる。
【００３５】
　駆動機構制御回路４５、ファンモータ駆動回路４６、イオン発生器駆動回路４７には、
操作パネル１３上の各種操作ボタンからの入力操作や、また温度センサ４１、湿度センサ
４２、埃センサ４３、臭いセンサ４４からの検出値に基づいて制御する制御部４０から指
令が送られる。これにより、駆動機構制御回路４５、ファンモータ駆動回路４６、イオン
発生器駆動回路４７を介して駆動機構９、送風機３、イオン発生器１６が駆動される。
【００３６】
　埃センサ４３は、先に説明したように受光素子と発光素子が備えられており、この受光
素子は、発光素子が発する光を、外気を介して受光する。またそのときの受光素子におけ
る照度が検出されるようになっている。ホコリが多いほど受光素子で検出される照度は小
さくなることから、空気中のホコリの量を間接的に検出することが可能となっている。
【００３７】
　臭いセンサ４４は、外気に触れるように所定の酸化物半導体が設けられており、この酸
化物半導体の表面に臭気を有するガスが吸着・反応することにより生じる電気抵抗変化を
検出するものである。これにより、臭気を有するガスの濃度を検出することが可能となっ
ており、ひいては、空気中における臭いの強さを間接的に検出する臭気センサとしての機
能を果たすことが可能となっている。
【００３８】
　また、制御部４０には、操作パネル１３に設けられている各種運転モードを選択操作す
るための各種操作ボタン４８、該操作ボタンの操作状態や運転モード等の状態等を表示す
る動作表示素子４９、および空気モニタ表示パネル１４による空気の浄化状況の表示を行
うためのモニタ表示素子５０がそれぞれ接続されている。操作パネル１３の操作ボタン４
８は、先に説明したように電源をオン／オフするための電源ボタン、空気浄化機能の運転
設定を行うための空気浄化設定ボタン、加湿機能の運転設定を行うための加湿設定ボタン
、イオンの放出をオン／オフするためのイオン放出ボタン、発生させるイオン種を切り替
えるイオン切替ボタン、また空気モニタ表示パネル１４の表示／非表示を切替える表示切
替ボタン等が含まれる。
【００３９】
　操作パネル１３上に設けられる動作表示素子４９は、電源ボタンの操作に従った電源の
オン／オフを点灯／消灯で表す電源表示用ＬＥＤ、空気浄化設定ボタンの操作に従った空
気浄化の運転モードを点灯で表す空気浄化運転モード表示用ＬＥＤ、加湿設定ボタンの操
作に従った加湿の運転モードを点灯で表す加湿運転モード表示用ＬＥＤ、発生させるイオ
ン種を示す表示用ＬＥＤ等が含まれる。そして、本発明の表示装置である空気モニタ表示
パネル１４のモニタ表示素子５０は、空気の浄化状況を表示するための後で詳細する複数
の発光素子であるＬＥＤから構成される。
【００４０】
　ここで、操作パネル１３上の各種操作ボタン４８、例えば空気浄化機能の運転設定を行
うための空気浄化設定ボタンが押される度に、風量自動、風量弱、風量強といったように
空気浄化の運転モードが切り替わり、そのモードを示すＬＥＤが駆動され、運転モードが
表示される。また加湿設定ボタンが押される度に、加湿自動、加湿弱、加湿強、加湿切と
いったように加湿の運転モードが切り替わり、その表示が行われる。そのため、使用者の
操作に従った操作ボタン４８からの入力は、制御部４０に送られ、そのモードに応じた制
御が実行されると同時に、その動作モードが動作表示素子４９によって表示される。
【００４１】
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　そして、制御部４０は、操作パネル１３とは別に設けられた空気モニタ表示パネル１４
のモニタ表示素子５０である複数のＬＥＤを、各種センサ類１７の検知状況に応じて駆動
制御する。このモニタ表示素子５０は、図５および図６を参照に後で詳細する現在の湿度
をレベル表示する湿度表示ＬＥＤ３１、臭いの強さを表示するニオイ表示ＬＥＤ３２、埃
やハウスダストのレベルを表示するハウスダスト表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）、イオン
発生のオン／オフを点灯／消灯で表示するイオン発生表示ＬＥＤ３４から構成される。
【００４２】
　以上説明した動作表示素子４９、モニタ表示素子５０の各種ＬＥＤは、制御部４０から
の指令に従って点灯／消灯する。それらのうち湿度表示ＬＥＤ３１は、湿度センサ４２か
らの検出値に基づき、ニオイ表示ＬＥＤ３２は臭いセンサ４４の検出器に基づき、ハウス
ダスト表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）は埃センサ４３の検出値に基づき、イオン表示ＬＥ
Ｄ３４はイオン発生器１６の動作に対応して、駆動制御される。
【００４３】
　次に空気モニタ表示パネル１４である本発明の表示装置の構成について詳細に説明する
。本発明の表示装置は、先にも簡単に説明したが、センサ類１７による空気のモニタリン
グ結果を表示し、その表示内容により、空気の状況を容易に把握できるように視認性を向
上させるようにしたものでる。
【００４４】
　図５は、先にも簡単に説明したが表示装置にかかる空気モニタ表示パネル１４の構成を
説明するためのものである。この図は、空気モニタ表示パネル１４の前面に配置され透過
部材を構成する透過シート８５を示す。該透過シート８５の背面部分には、各種表示に用
いる発光素子であるＬＥＤ（３１，３２，３３ａ～３３ｄ，３４）を保持し、それらを用
いて表示を行う表示ユニット８０が設けられている。
【００４５】
　図５によれば、透過シート８５内に黒で示した部分（図面上では黒で印刷した部分）は
、光を透過する透光部であり、それ以外の白地部分が遮光部であり、その部分が遮光処理
されている。例えば、透明なシートに図５に示す白地部分を黒色印刷することで構成され
る。また、破線で囲った部分は、各表示モニタを示すものであって、例えば湿度モニタ（
表示領域）５１、ニオイモニタ（表示領域）５２、煙り、花粉、ホコリ等による空気の汚
れ度合いを表示するためのハウスダストモニタ（表示領域）５３、イオン発生状況を表示
するイオンモニタ（表示領域）５４を示している。
【００４６】
　さらに図５に示す透過シート８５おけるハウスダストモニタ５３には、透光部として４
箇所に同心となった３重円が非直線状に並べた形態で形成されている。特に４箇所の３重
円は、例えば段階状に設けられ、徐々に右上がりに上昇するように配置されている。さら
に３重円は、右上がりに中心点からの半径が徐々に大きくなるように形成されている。こ
れら３重円の間を連続して繋ぐように、３重円の周縁に対応してさらに１重円が形成され
、この円も徐々に右上がりに大きくなるように形成されている。
【００４７】
　また、透過シート８５のニオイモニタ５２には、透光部として同心の３重円が一つ形成
されている。そして、透過シート８５の湿度モニタ５１においては、湿度を示す複数の数
値が透光部として横方向に、湿度が上昇する順に形成されている。イオンモニタ５４にお
いては、イオンを示すマークが形成されている。該マークは遮光処理されており（図５で
はイオンマークは黒色で印刷されているが、光を透過しないように遮光処理がされている
）、イオンマークの周辺に透光部（図５では斜線で表示している部分）が形成され、下部
から光が照射されるとイオンマークが浮き上がるように表示される。
　また、図５の文字の部分（ハウスダスト、ニオイ、湿度）は遮光処理部の上に、イオン
マークは透光部の上に、背景（遮光部または透光部）の色とは異なる色で印刷表記されて
おり、光の透過がなくても視認しやすくなっている。
【００４８】
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　図６は、図５に示した透過シート８５を除去した本発明の表示装置における発光素子で
ある各ＬＥＤを保持し透過シート８５を介して表示するための表示ユニット８０を示すも
のであって、特に表示ユニット８０を構成するための発光素子の支持サポート８１の構造
を示す平面図である。また図７には、図６の支持サポート８１をＡ－Ａ線で破断した断面
図を示す。
【００４９】
　支持サポート８１は、平面視状態（図６の平面図の状態）で全体がほぼ縦長の矩形状に
構成されており、図において上下部分が透過シート８５の上下を支持する上下支持部９１
，９２を有している。この上下支持部９１，９２は、少なくとも透過シート８５の厚さ分
、またそれ以上段落ちされた形態で形成されている。
【００５０】
　図５における上下の支持部９１，９２間は、先に説明したハウスダストモニタ５３（ニ
オイ表示領域５２を含む）及びイオンモニタ５４に対応した部分であって、上下支持部９
１，９２より垂下するようにさらに一段低く形成してなる平面部９３が設けられている。
この平面部９３には、ハウスダストモニタ５３とイオンモニタ５４との境界部分に、両領
域間にまたがる光の混合を阻止するための遮蔽板９４が立設されている。
【００５１】
　上記支持サポート８１に透過シート８５が支持された状態で、支持サポート８１の平面
部９３と透過シート８５とが対向する領域部分に、空間部９５が存在するよう構成されて
いる。そして、その空間部９５は、遮蔽板９４にてハウスダストモニタ５３とイオンモニ
タ５４とに区分される。なお、平面部９３の両側には、透過シート８５の両側を支持する
ための支持片９６が表示に無関係に４箇所に設けられている。この支持片９６は、支持サ
ポート８１の補強のためのリブとしての役割も担っている。
【００５２】
　ハウスダストモニタ５３に対応して、ハウスダストによる汚れレベルを表示する４個の
ハウスダスト表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）がそれぞれ設けられている。そして支持サポ
ート８１には、ハウスダスト表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）を位置決めして取り付け固定
するための４個の取付部（７３ａ～７３ｄ）が設けられている。各ハウスダスト表示ＬＥ
Ｄ（３３ａ～３３ｄ）は、それぞれ取付部（７３ａ～７３ｄ）にはめ込まれるように挿入
され、固定される。
　４個の取付部（７３ａ～７３ｄ）により固定されるハウスダスト表示ＬＥＤ（３３ａ～
３３ｄ）の各保持位置は、それぞれ透過シート８５上に形成された透光部である３重円の
中心部分に対応している。
【００５３】
　また、各取付部（７３ａ～７３ｄ）は、平面部９３より垂下した底部に設けられており
、取付部（７３ａ～７３ｄ）と平面部９３との間には、取付部（７３ａ～７３ｄ）から平
面部９３に向かって徐々に広がる円錐形状（ラッパ形状）になった垂下面で構成された導
光体である導光部（６３ａ～６３ｄ）が形成されている。各ＬＥＤからの光は、導光部（
６３ａ～６３ｄ）によって導かれ、空間部９５を介して透過シート８５へ到達する。
　各導光部（６３ａ～６３ｄ）は、平面部９３に向かって徐々に広がるようになっている
ため、垂下面（導光部）は傾斜している。平面部９３付近の垂下面は、さらに傾斜が大き
くなっており、導光部（６３ａ～６３ｄ）の平面部９３側の開口部の広がり度合いがさら
に大きくなるように形成されている。例えば、平面部９３付近にＲ（アール）が形成され
るように、垂下面の湾曲形状、または傾斜角度がさらに大きくなるように形成されている
。
【００５４】
　また、空気モニタ表示パネル１４のイオンモニタ５４には、その中央部分にイオン発生
器１６によるイオン放出のオン／オフを表示するためのイオン表示ＬＥＤ３４が設けられ
ている。イオンモニタ５４における平面部９３には、イオン表示ＬＥＤ３４を取り付ける
ための取付部７４と、それにつながる導光部６４が設けられている。なお、取付部７４と
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導光部６４は、上記ハウスダストモニタ５３で説明したものとほぼ同じ構造である。なお
、イオンモニタ５４におけるイオン表示ＬＥＤ取付部７４の取り付け位置は、透過シート
８５上のイオンを示すマークの中心に対応している。
【００５５】
　さらに、ニオイモニタ５２には、ニオイのレベルを表示するためのニオイ表示ＬＥＤ３
２が配置されている。支持サポート８１には、ニオイ表示ＬＥＤ３２を取り付ける取付部
７２と、取付部７２につながる導光部６２とが設けられている。導光部６２は、透過シー
ト８５の直近まで延設されている。そのため、空間部９５にニオイ表示ＬＥＤ３２からの
光が漏れて、拡散することはない。また導光部６２は傾斜がほとんどなく、ほぼ垂直に立
ち上がった円柱形状の垂下面により形成されている。ニオイモニタ５２における取付部７
２によるニオイ表示ＬＥＤ３２の取り付け位置は、透過シート８５のニオイモニタ５２に
設けられている１つの同心円状の３重円の中心部に対応して設けられており、またニオイ
モニタ５２の３重円の透光部は導光部６２の開口とほぼ同じ大きさになっている。
【００５６】
　そして湿度モニタ５１は、支持サポート８１の下支持部９２に対応するように配置され
ている。湿度モニタ５１には、透過シート８５上に示された湿度を示す数値に対応する位
置に６個の湿度表示ＬＥＤ３１が設けられており、支持サポート８１には各湿度表示ＬＥ
Ｄ３１を取り付けるための６個の取付部７１とそれにつながる導光部６１がそれぞれ形成
されている。導光部６１は、取付部７１から透過シート８５に接する下支持部９２表面の
間に設けられており、ほぼ垂直に立ち上がった円柱形状になった垂下面により形成されて
いる。導光部６１により導かれた湿度表示ＬＥＤ３１からの光は、導光部６１を通過した
後に、すぐに透過シート８５に到達するため、この部分での光の拡散はほとんどない。
【００５７】
　また、本発明の表示装置を構成する取付部（７１，７２，７３ａ～７３ｄ、７４）およ
び導光部（６１，６２，６３ａ～６３ｄ，６４）は、少なくとも表面が光を透過すること
なく光を反射（乱反射を含む）する構成である。そのため、取付部や導光部の表面に反射
体が形成されるか、それ自身が光を透過しない部材にて形成することもできる。
【００５８】
　表示ユニット８０を構成してなる支持サポート８１は上下支持部９１，９２、取付部（
７１，７２，７３ａ～７３ｄ、７４）、導光部（６１，６２，６３ａ～６３ｄ，６４）、
遮光板９４、支持片９６等を一体成型してなる構造として図７に示している。しかし、一
体成型によるものでなく、支持部、取付部および導光部等を別部材で構成し、全体として
図７に示すような構造に組み上げてもよい。
【００５９】
　つぎに、各表示モニタにおける空気モニタ結果の表示制御について、図４のブロック図
を含めて説明する。
　湿度モニタ５１では、吸気口１０ａから取り込まれた空気の湿度センサ４２による湿度
検知結果に基づいて、制御部４０を介して現在の室内（空気清浄機周辺）の湿度が表示さ
れる。湿度表示ＬＥＤ３１は、例えば、緑色に発光するＬＥＤが６個設けられている。湿
度センサ４２の検知結果に基づいて、透過シート８５上の湿度を示す数値（３０、４０、
５０、６０、７０、８０等）に対応して配置された湿度表示ＬＥＤ３１が点灯するように
制御される。当該点灯したＬＥＤからの光が、透過シート８５の下方から、対応する数値
を示す透光部を照らすことにより、湿度が表示される。
【００６０】
　ニオイモニタ５２は、臭いセンサ４４の検出結果に基づいて、ニオイの強さのレベルを
表示する。ニオイ表示ＬＥＤ３２は、複数色ＬＥＤであり、臭いセンサ４４の検出値に基
づく出力電圧状態に応じて緑色、赤色またはこれらの混合色である橙色に発光する。
　臭いセンサ４４による検出結果の情報は、制御部４０に伝送される。そして制御部４０
では、臭いセンサ４４による検出結果（酸化物半導体の抵抗値）を、予め定められた２個
の閾値と比較する。これにより現状の外気（空気）におけるニオイの強さ（臭気ガスの濃
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度）が、３段階に評価されることとなる。
【００６１】
　そしてこの比較の結果、ニオイが最も弱いと評価された場合は、ニオイ表示ＬＥＤ３２
を緑色に発光させる。また同様に、その次に弱いと評価された場合は、橙色に発光させ、
最もニオイが強いと評価された場合は、赤色に発光させることにより、ニオイのレベルを
表示する。このように、表示状態が緑色に近いほどニオイは弱く、赤色に近いほどニオイ
は強いことを示すため、ユーザ（使用者）にとっては、空気中のニオイの状態を直感的に
把握できるようになっている。
【００６２】
　ハウスダストモニタ５３では、埃センサ４３の出力電圧状態に応じてハウスダストのレ
ベルが表示される。透過シート８５に形成された４箇所の３重円の透光部に対応して、図
６に示すように、右上がりの階段状になるように、左下方から右上方に向かう順番で、ハ
ウスダスト表示ＬＥＤとして第１表示ＬＥＤ３３ａ、第２表示ＬＥＤ３３ｂ、第３表示Ｌ
ＥＤ３３ｃ、第４表示ＬＥＤ３３ｄが配置されている。言い換えると、第１～第４表示Ｌ
ＥＤ３３ａ～３３ｄは同一直線上ではなく、横方向と縦方向の２方向のずれを持った位置
に配置されている。従って、直線に沿った配置でなく、２次元的にずれた位置に配置され
ている。そのため、線表示でなく、面とした表示形態となり、例えば、ハウスダストモニ
タ（表示領域）全体で、空気清浄機１を設置した部屋として見立てることができる。
　上記第１～第４表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）は、緑色、赤色またはこれらの混合色で
ある橙色に発光する複数色ＬＥＤであり、当該複数色ＬＥＤによれば、３通りの発光色に
よる表示（ＬＥＤが発光しない状態を含めると、４通り）が実現可能となっている。
【００６３】
　先にも説明したとおり、ハウスダスト表示ＬＥＤである第１～第４表示ＬＥＤ（３３ａ
～３３ｄ）から照射される光を導く導光部（６３ａ～６３ｄ）は、透過シート８５の直近
までは延設されず、透過シート８５と導光部（６３ａ～６３ｄ）の間には空間部９５が設
けられている。また、導光部（６３ａ～６３ｄ）の側壁は、各ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）
から照射される光を反射、拡散させるために、各ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）から透過シー
ト８５に近い側に向かって断面開口部が広がるテーパ形状に形成されている。
【００６４】
　導光部（６３ａ～６３ｄ）の側壁の傾斜は、右上に配置される導光部の側壁のほど傾斜
が大きくなるように形成されており、透過シート８５に近い側の開口部の大きさを比較す
ると、左下に配置されている第１表示ＬＥＤ３３ａに対応する導光部６３ａが形成する開
口部が一番小さく、右上に配置される導光部の開口部ほど大きくなるようになっており、
右上に配置されている第４表示ＬＥＤ３３ｄに対応する導光部６３ｄが形成する開口部が
一番大きくなるように形成されている。
【００６５】
　第１～第４表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）から照射された光は、導光部（６３ａ～６３
ｄ）を通過することにより、光が照射される範囲が広げられた後、導光部（６３ａ～６３
ｄ）と透過シート８５との間に形成された空間部９５に到達する。空間部９５では所定の
方向に光を導く部材がないため、光は導光部（６３ａ～６３ｄ）の端部からさらに放射状
に拡散されることになる。そのため、別々の経路で拡散してきた隣接する表示ＬＥＤから
の光の照射範囲が重複し、隣接する表示ＬＥＤから放出された光が混ざり合った状態で透
過シート８５に到達することになる。
【００６６】
　右上に配置される表示ＬＥＤに対応する導光部ほど、透過シート８５に近い側の開口部
が大きくなるため、光を広い範囲に拡散できるようになっている。そのため、透過シート
８５上では、右上部にいくほど隣接する表示ＬＥＤ間の光の重複範囲が大きくなる。
　ハウスダストモニタ５３の右上ほど光の拡散範囲が大きくなるため、ハウスダストモニ
タ５３の透光部も右上に配置されるものほど大きく形成されている。なお、光の拡散範囲
に応じて、透光部の数を多くしたり、透光部の大きさは変えずに透光部の数を多くしたり
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、透光部の形状を変化させるなどしてもよい。
【００６７】
　なお、透過シート８５には、導光部（６１、６２、６３ａ～６３ｄ、６４）および空間
部９５における拡散によって広げられた光の照射範囲に応じて透光部が形成されているた
め、湿度モニタ５１およびニオイモニタ５２の透光部と異なり、ハウスダストモニタ５３
の透光部は、各々対応する導光部（６３ａ～６３ｄ）の透過シート８５側の開口部よりも
大きな範囲となるように形成されている。
【００６８】
　また、第１～第４表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）からの光は、導光部（６３ａ～６３ｄ
）および空間部９５により拡散される。透過シート８５に到達する光は、各ＬＥＤの発光
部からの距離が短い拡散範囲の中央部、つまり各３重円の中心部分ほど、光の強度が強く
なるように分布している。その結果、透過シート８５に光が到達したときには、透過シー
ト８５の中央部ほど色濃く表示される。これに対して、３重円の周縁部分に到達する光の
強度は弱いため、ぼんやりと表示され、隣接するＬＥＤが同じ色で発光していても、各Ｌ
ＥＤ間における境界部分はぼやけた状態となり、強度が連続的に推移するように表示され
る。そして、境界部分のつなぎを行うためのそれぞれの円が、さらに繋がり状態を強調し
、その表示効果を助長することになる。
【００６９】
　そして、隣接する表示ＬＥＤが異なる色を点灯させている場合、一例として最上部の第
４表示ＬＥＤ３３ｄを「橙」、その下に配置されている第３表示ＬＥＤ３３ｃを「赤」で
表示させた場合、その境目が明確にならず「赤」と「橙」がぼんやりと色変わりし、ぼか
した状態で表示される。そのため、境目部分での色変わりがぼやけた混色状態となり、連
続的にごく自然に色が変化したグラデーションの形態で表示される。
　そのため、結果的に空気モニタ表示パネル１４のハウスダストモニタ５３では、発光色
や発光強度が連続的に変化しているように表示され、ユーザ（使用者）はハウスダストの
汚染レベルが連続的に変化しているように認識することができる。
【００７０】
　しかも、上述した表示状態は、導光部における平面部９３の近傍部が、さらに大きな傾
斜又は湾曲、Ｒ形状に形成されていることで、さらに光の広がりを助長する効果を増す。
その結果、先に説明したように色変わりの部分の境界、境目がぼやけ、ぼんやりと繋がっ
た状態で認識される。また、右側に行くほど隣接するＬＥＤから照射される光の重複範囲
が広くなるので、色変わりの部分が右側にあるほど全体的に光の境界が曖昧で判別し難い
状態になり、空間としての広がりも認識することができる。また、第１～第４表示ＬＥＤ
（３３ａ～３３ｄ）は、同一直線上ではなく、２次元的にずれた位置に配置されているた
め、その第１～第４表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）の発光色を順次変化させることにより
、２次元的な面方向で変化を表示でき、表示に空間的な広がりを感じさせることが助長さ
れる。
【００７１】
　なお、隣接するＬＥＤから放出される光が導光部６３を通じて空間部９５に到達し、空
間部９５でさらに拡散されることにより、透過シート８５上で隣接するＬＥＤからの光の
照射範囲が互いに重複するように、隣接するＬＥＤ間の距離や導光部の大きさ、空間部の
大きさ、透過シート８５における透光部の大きさ等は適宜決定される。
【００７２】
　以上のことを、空気清浄機１が動作し、空気が浄化されていく過程に従ってさらに詳細
に説明する。
　まず、空気清浄機１の電源をＯＮし、空気清浄運転が開始される。このとき、室内の空
気が空気清浄機１の背面の吸気口１０ａより吸気されることで、室内の空気の汚れ度合い
が埃センサ４３で検知される。埃センサ４３の検知結果は、制御部４０に伝送される。制
御部４０は、埃センサ４３による検知結果（受光素子における照度）を、予め定められた
８個の閾値と比較する。これにより外気（空気）におけるホコリの量が、９段階に評価さ



(14) JP 5192745 B2 2013.5.8

10

20

30

40

50

れることとなる。
【００７３】
　例えば、汚れが最大（埃センサ４３の出力が汚れにより最大である場合）であれば、ハ
ウスダストモニタ５３における全ての表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）は、全てが赤色で点
灯され透過シート８５を透過する光により全体が「赤」で表示され、空気の汚れが最大で
あることが表示される。このとき、イオン放出ボタンをイオン放出に設定し、イオン発生
器１６を起動させていれば、イオンモニタ５４のイオン表示ＬＥＤ３４は、例えば青色に
発光するように駆動される。
【００７４】
　また、湿度モニタ５１においては湿度センサ４２で検知された湿度に対応する位置の湿
度表示ＬＥＤ３１が、ニオイモニタ５２においては臭いセンサ４４で検知されたニオイに
応じてニオイ表示ＬＥＤ３２が、決められた色で点灯される。例えば、ニオイが強ければ
、つまりニオイレベルが高ければ、ニオイ表示ＬＥＤ３２は「赤」で表示される。ニオイ
が少なくなれば、徐々に「橙」、「緑」と変化し、表示される。
【００７５】
　そこで、ハウスダストの状況に注目して説明すれば、上述したように空気の汚れ状態が
最大で検出されれば、全てのハウスダスト表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）が、「赤」で駆
動される。この表示状態については、上述したとおりであり、ハウスダストモニタ５３が
全体的に赤く表示される。その表示状態をユーザ（使用者）が目視すれば、全体の色の状
態から室内の空間全体の空気の汚れがひどいと感覚的に、視認することができる。
【００７６】
　そして、空気清浄機１が動作を継続していくことで、吸気された空気が空気清浄フィル
タ２等にて浄化されていく。空気が浄化されていく状況が埃センサ４３で検知され、ホコ
リレベルが一つ下がったと判断されれば、それに応答して、例えば第４表示ＬＥＤ３３ｄ
の発光色が「橙」、その他の第１～３表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｃ）は「赤」で点灯され
る。このとき、ハウスダストモニタ５３の第３表示ＬＥＤ３３ｃと第４表示ＬＥＤ３３ｄ
との境界部分で、各々のＬＥＤから照射される光の拡散範囲が重複し、「赤」と「橙」が
混ざり合って連続的に自然に色が変化しているように見える。
【００７７】
　さらに部屋の空気の浄化が進むに従って、第１～４表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）は点
灯する「色」が徐々に変わっていく。例えば、空気が浄化され、清浄になるにつれ発光素
子は「赤」から「橙」として「緑」に変化する。また、その変化は、最上部の第４表示Ｌ
ＥＤ３３ｄから先に変化し、徐々に最下部の第１表示ＬＥＤ３３ａへと順次変化していく
。
【００７８】
　図８には、上述した表示の変化の状態を示している。本発明における例として、ハウス
ダストモニタ５３において、埃センサ４３の検知レベルに応じて、第１～４表示ＬＥＤ（
３３ａ～３３ｄ）の発光色を変化した状態を示す。つまり、空気の汚れが最大（８）レベ
ルから最小（０）レベルの９段階での表示状態を示している。この図において、レベル７
では第３表示ＬＥＤ３３ｃと第４表示ＬＥＤ３３ｄとの境界、レベル６では第２表示ＬＥ
Ｄ３３ｂと第３表示ＬＥＤ３３ｃとの境界、またレベル５では第１表示ＬＥＤ３３ａと第
２表示ＬＥＤ３３ｂとの境界で、それぞれの色が混色し、その境界がぼんやりとなり、連
続的に色変わりしていることが容易に認識される。例えば部屋全体での空気の汚れ度合い
が最大の場合と比べて、空間的なバラツキを持って変化していく状況を容易に認識できる
。そのため、部屋全体でのハウスダストの状況を、ユーザ（使用者）の実際の感覚と近い
状態で表示することができ、違和感なく空気の状況を認識することができる。
【００７９】
　そして、さらに空気の浄化が進むに従って、レベル３では第４表示ＬＥＤ３３ｄが「緑
」に変化し、その時の第３表示ＬＥＤ３３ｃとの境目での光の境界部分がぼかされ、ぼん
やりと混色した状態となり、その時の色変わりを認識できる。また、色の変化、つまり「
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橙」から「緑」に変化した状況も容易に認識できるため、部屋全体における空気の状況に
マッチした表示ができる。
【００８０】
　ここで、本発明の表示装置によれば、上述した表示に加え、さらに下部より上部の表示
部分である透過シート８５上の透光部の占める割合が大きくなるようにしている。そして
、上部より発光色の切換えを行うようにしている。そのため、大きい透光部から色が変化
することで、上述した作用に加え、その注目度が上がり、視認性が向上する。すなわち、
ユーザ（使用者）は色が変化した状況を目視し、その表示に合わせた状況を感覚的に認識
する効果が助長される。
【００８１】
　しかも、その変化が下部でなく上部から変化していくことで、人の感覚としてもその変
化の状況を確実に捉えやすくなる。そのため、上述した効果がさらに助長されることにも
なる。
【００８２】
　さらに、本発明の表示装置においては、第１～４表示ＬＥＤ（３３ａ～３３ｄ）を点灯
させた場合、ハウスダストモニタ５３の４つの３重円のつながり具合が良好に表示される
。これに補助的にＬＥＤに対応した位置に配置されない透過部、例えば光を透過する円を
透過シート８５の適所に設けることで、つながり具合をさらに助長できる効果が増す。ま
た、その円が徐々に３重円にならって徐々に大きくすることで、さらに効果が期待できる
。
【００８３】
　以上説明したように、本発明の表示装置においては、装置の動作状況、特に空気清浄機
においては、その空気の清浄化状況を表示させるときに、その表示状況と実際に部屋の空
気が清浄化されていく状況とが、感覚的にマッチングが取れた状態でユーザ（使用者）が
認識できるという効果が増す。特に、つながり具合が良好で、また色変化の状況を的確に
表現できる。そのため、実際の空気の清浄化されている状態が、例えば部屋全体とした表
示形態で捉えることができ、清浄化の状態を表示形態の変化で感覚的にユーザ（使用者）
が認識できる。よって、表示形態の視認性が向上できることにもなる。
【００８４】
　また、上記のように、人間の官能とセンサ等により検知結果の表示にズレが生じにくい
湿度やニオイ等の表示は、ユーザ（使用者）も空気の状況を正確に把握させるために、各
表示ＬＥＤ（３１，３２）からの光を導光部（６１，６２）を介して透過シート８５まで
導くことにより、広範囲に光を拡散させることなく、検知結果を具体的に、明確に表示し
ている。
　しかし、ハウスダストのようにその感じ方に個人差が大きく、人間の官能とセンサ等に
よる検知結果の表示にずれが生じやすく、整合性が取り難いという特性を持つホコリやハ
ウスダストについては、ホコリレベルを離散的で段階的に表示するのではなく、人間の官
能に合わせて表示させるために連続的に変化するように、また空間的な広がりを持たせる
ように表示させている。これにより、ユーザ（使用者）に空気清浄機の動作状況や空気状
況のモニタ結果を、各個人の感覚と矛盾を生じさせることなく、知らせることが可能とな
り、また空気清浄機が正常に運転されているかどうかについて疑問を抱かせることがなく
なる。
【００８５】
　なお、以上の説明においては、複数のＬＥＤによる装置の動作状況を表示させる形態に
ついて説明した。しかしながら、本発明の表示装置においては、１つの発光源を用いても
、その状況を良好に表示し、認識させることが可能となる。
【００８６】
　例えば、イオンモニタ５４においては、また図６および図７に示すように、発光ユニッ
ト８０の構成によれば、一つのイオン表示ＬＥＤ３４を「青」で発光させれば、イオンの
発生状況を表示できる。
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　イオンは、操作パネル１３上のイオン発生スイッチをＯＮすることで、イオン発生器１
６が駆動され、例えば除菌のために正および負イオンが生成される。生成されたイオンは
、フィルタ等を介して清浄化された空気と共に、吹出口１０ｄより吐出される。その状況
を表示するために、イオン表示ＬＥＤ３４が点灯され、可視光で「青」に透過シート８５
を照射する。
【００８７】
　光は、導光部６４で反射され空間部９５を経由し、広範囲に透過シート８５のイオンモ
ニタ５４を照射（表示）する。光は、イオンモニタ５４のイオンマークの中心部付近の透
光部に特に色濃く光が照射され、それを中心にして周辺部分が徐々に淡くなるように広が
りを持った表示が行われる。そのため、イオンが吹出口１０ｄより吐出されるときに、周
囲に広がりを持って吐出されるように、感覚的に表示できる。
　ここで、吐出されるイオンを検出するイオンセンサを吹出口１０ｄ近傍に設けて、その
イオン量を検知するようにすれば、その検知結果に応じて、イオン表示ＬＥＤ３４に複数
色ＬＥＤを用いることで、順次色を変えて表示してもよいし、発生されるイオンの種類に
よって、点灯色を変えてもよい。
【００８８】
　従って、イオンモニタ５４においても、本発明同様に表示を実際に装置が動作している
状況に合わせた表示を行うことができる。そのため、ユーザ（使用者）は、その表示を目
視することで実際にイオンが発生しているような感覚で表示形態を認識する。よって、イ
オンの発生している表示と、実際の状況との差を感じることなく、その状況を容易に認識
できる。
【００８９】
　なお本実施形態では、イオン発生器１６を用いてイオンを放出させているが、その他、
オゾン発生器等を用いてオゾンやラジカル等の殺菌効果がある物質を放出させても良い。
【００９０】
　なお本実施形態では、ハウスダスト表示およびイオンモニタについて説明したが、それ
に限定されず、湿度表示やニオイ表示に適用してもよく、また例えば装置本体の動作状況
等を表示するものに適用できるものであることは言うまでもない。
【００９１】
　また、本実施形態では、表示素子から放出される光を拡散させるために、導光部の側壁
に傾斜を持たせ、透過シート側の開口部を大きくし、透過シート８５の後方に空間部９５
を設けているが、それに限定されず、導光部と透過シートとの間に形成される空間に光を
拡散させるための部材、例えば拡散シートや散乱板を配置することにより、光を拡散させ
、隣接する光が混じりあうようにしてもよい。拡散シートや散乱板等を用いた場合、導光
部の側壁は傾斜させずに、開口部を大きくさせなくてもよい。
【００９２】
　なお本実施形態では、複数色に発光する装置（複数色発光装置）として、複数色ＬＥＤ
（２色ＬＥＤ）を採用しているが、その他、単色ＬＥＤを複数配置しておき、フィルム式
拡散素子の開口部にコーテイング材を施して混色拡散させること等により、複数色の光を
得ることが可能である。
　また、ＬＥＤの数は４個に限らず、任意の個数のＬＥＤを使用してもよい。なお、ＬＥ
Ｄの数を３個以上にすると、光の境界部分が複数形成されるため、好適に使用される。
　また、ＬＥＤの発色光を右上に配置されるものから変化させているが、それに限定され
ず、任意の方向から変化させることが可能である。
　また、ＬＥＤは右上がりの階段形状に配置しているが、それに限定されず、全部のＬＥ
Ｄ若しくはＬＥＤの一部が、水平線、垂直線、斜線、円弧上等に配置されていても良い。
なお、円弧、斜線、階段状等の２次元的なずれをもってＬＥＤを配置すれば、表示に空間
的な広がりを持たせることができる。
　また、本実施形態では、ＬＥＤに対応させて透光部を配置しているが、それに限定され
ず、透光部とＬＥＤの配置がずれていても良い。例えば、ＬＥＤが水平線、垂直線上に配
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置されていた場合でも、透光部が２次元的なずれをもって配置されていれば、表示に空間
的な広がりを持たせることができる。
【００９３】
　また、本実施形態では、透過シート８５上に透光部として同心円状の３重円や円が形成
されていたが、それらの形状に限らず、多角形や相似形、複数の直線等、任意の形状で透
光部を形成してもよい。
　たとえば、中心に対しその周囲を囲うよう複数の輪郭を形成するようにしてもよく、そ
の輪郭として円だけでなく、多角形や、任意の形状で形成すればよい。また、輪郭につい
ては、連続するものではなく、途切れ、途切れであってもよく、中心から半径方向に徐々
に大きな輪郭が形成されるようにしてもよい。これを、複数、例えば階段状に形成し、こ
れらが連続して繋がるようにしてもよい。また、輪郭だけでなく、輪郭で囲まれた部分の
全体または一部分で光を透過させるようにしても良い。
　また、同心円状の３重円を右上がりに配列するようにしているが、これは左上がりに配
置する等任意の配列にしてもよい。
【００９４】
　また、本実施形態では透過シート８５上の透光部の大きさは右上にあるほど大きく形成
しているが、それに限定されず、上下または左右等、任意の方向に沿って徐々に透光部の
大きさを変化させても構わない。一方向に沿って透光部を徐々に大きくなるように形成す
れば、ユーザ（使用者）は変化の方向を容易に理解することが可能となる。
【００９５】
　以上の通り本発明の実施形態について説明したが、本発明はかかる内容に限定されるも
のではなく、発明の主旨を逸脱しない範囲で種々の変更を加えることが可能である。
【００９６】
　上記のように、本発明の表示装置においては、表示色を変えることにより種々の情報を
表示する場合に、複雑な機構を用いることなく表示色や光の強度の変化を連続的に表示す
ることが可能となる。
　また、本発明の表示装置を空気調和機の空気の状況表示に用いた場合には、空気の状況
を離散的で段階的に表示するのではなく、連続的に表示することにより、人間の官能に近
い表示が可能となり、ユーザ（使用者）に違和感を与えることなく、空気清浄機能の動作
を適切に認識させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９７】
　本発明は、種々の情報を表示する表示装置および例えば光電式粉塵計やガスセンサ、埃
センサ等の空気の状況を検知するセンサによる検知状況を表示する表示装置を備えた空気
調和機に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】本発明に係る空気清浄機１の外観を示す斜視図である。
【図２】空気清浄機１の内部構造を示す側面断面図（縦断面図）である。
【図３】空気清浄機１における空気の流れを示す模式図である。
【図４】空気清浄機１の動作にまつわる主要構成を示すブロック図である。
【図５】空気モニタ表示パネルを示す正面図である。
【図６】表示ユニットを示す正面図である。
【図７】支持サポートの断面図である
【図８】ハウスダストモニタにおける表示の遷移を示す模式図である。
【符号の説明】
【００９９】
　　　　１　　　　空気清浄機
　　　　２　　　　空気清浄フィルタ
　　　　３　　　　送風機
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　　　１０　　　　本体部
　　　１０ａ　　　吸気口
　　　１０ｂ　　　吸気風路
　　　１０ｃ　　　排気風路
　　　１０ｄ　　　吹出口
　　　１１　　　　ベース
　　　１２　　　　前面パネル
　　　１３　　　　操作パネル
　　　１４　　　　空気モニタ表示パネル
　　　１７　　　　センサ類
　　　１８　　　　加湿ユニット
　　　３１　　　　湿度表示ＬＥＤ
　　　３２　　　　ニオイ表示ＬＥＤ
　　　３３ａ　　　第１表示ＬＥＤ（ハウスダスト表示ＬＥＤ）
　　　３３ｂ　　　第２表示ＬＥＤ（ハウスダスト表示ＬＥＤ）
　　　３３ｃ　　　第３表示ＬＥＤ（ハウスダスト表示ＬＥＤ）
　　　３３ｄ　　　第４表示ＬＥＤ（ハウスダスト表示ＬＥＤ）
　　　３４　　　　イオン表示ＬＥＤ
　　　４０　　　　制御部
　　　４１　　　　温度センサ
　　　４２　　　　湿度センサ
　　　４３　　　　埃センサ
　　　４４　　　　臭いセンサ
　　　５０　　　　モニタ表示素子
　　　５１　　　　湿度モニタ
　　　５２　　　　ニオイモニタ
　　　５３　　　　ハウスダストモニタ
　　　５４　　　　イオンモニタ
　　　６１～６４　導光部
　　　７１～７４　取付部
　　　８０　　　　表示ユニット
　　　８１　　　　支持サポート
　　　８５　　　　透過シート
　　　９３　　　　平面部
　　　９５　　　　空間部
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